
ドジョウ養殖試験

I 試験白的

ドジョウの養殖用種苗生産技術と養成用餌料の検定試験をなと衣川健全念ドジョウ養殖業の確立を

はかる。

E 試験内容

1. 試験期間 : 昭和45年 5月-11月

2. 試験場所 : 稲垣村，本場黒石養魚場

3. 試験担当者: (本場)

淡水養殖課長 長峰良典

淡水養殖謀技師 青 山 禎 夫

黒石養魚場長 山形 実

技師清藤 武

4 試験項目

(1) 種苗生産試験

(2) 餌料検定試験

(3) 換水量試験

5. 試験方法

(1) 種苗生産試験

天然産卵を促進する方法，抽出ホルモン剤(ゴナトロピン)を投与して産卵あ誘発する方法，完

全K人工採卵ふ化の後に放養する方法の各々について水田利用池 C97m')とコンクリート池(6 

m' )の比較をなこ左った.

A 天然産卵を促進する試験区の水田利用池には 1m'当り雌の親魚 3属と，雄の親魚 5尾を放養し，

コンクリート池には 1m'当り雌1.5尾と，雄5尾を放養して産卵させた。

産卵ふ!じ後は魚粉，米糖を与えたカ元ほかに天然餌料の発生も多くみらたので， これも摂餌さ

れた。

B 抽出ホノレモン剤を投与して産卵を誘発させる試験区は，雌の親魚のみにゴナトロビン 50U/ 

昆を注射(腹腔内 jしてから放養した。放養は水田制用池では 1m当り 3尾，雄 5尾の割合で，

コンクリート池Kは 1m当り雌1.5尾，維5尾の割合とした。

産卵ふ化後の餌科としては，天然産T]P促進区と同様に魚粉，主|と様K天然誕生餌料が添加された。

C 人工採卵後K放養する方法は，室内十て沿いてゴナトロビン投与(1 0 0 U/尾)1rCよって採卵

ふ化飼育(餌料は粉ミノレク，ミジンコ，イトミミズ)し売仔魚を，水田利用池には 1d当り

309‘3尾，コンクリート池には 1d当り 16. 2昆の基準で放養し介。

売だし水田利用池への放養はふ化後 2-3日の仔魚であるが，コンクリート池への放養は 2.5 

ク月飼育後のものである。

(2) 餌料検定試験

4投餌区分tてついて 11 9臼間飼育をま子 ζ左い，主主育状況や増重tてついて観察したほか体重に対

する生産餌料費の算出を辛子乙在った。

A 全期間を通じてドジョウ亘量の 10%の餌料(魚粉と米糠を向量)を毎日給餌する。

B 季節月りに給餌主主を変える。即ち 6-8月はドジョワ亘量の 10%(魚粉，米様をI司量)を給餌

し， 9-1 0月は亘量の 8% (同配合)を給餌した。とれしは水温の上昇期に給餌を多くして，生

育の増進をはかるためである。

C 従来の魚粉や米練vc鮮魚を加えた。その割合は鮮魚(入手難の場合は魚粉)2 lrC対し米糠 1の
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配合とし介。

D ワナギ養成用ベレット(イ一九;;7ード)を亘量の 10%ずつ毎日給餌した。

(3) 換水量試験

コンクリート池にまずいて 7f!/min注水，水深 20 cm，放養基準 15 09/ぱと 70f!/min

注7]¥，7]¥深 4Ocm，放養基準 3009/ばとの比較をたこない生育状況や増量率にてコいて観察した。

E 試験結呆

1 種苗生産試験

種苗生産は，天然、産卵促進区の水田利用池では平均全長 7.3cm，平均体重1.39のものが 14 9.1 

尾/ぱ(全量 18. 8均)で，コンクリート池では平均全長 9.7町 平 均 体 重 4.89のものが 5.5 尾~，

(全量 O.1 6 K9 )であった心単位面積あたり生産数量では水田利用池がまきり.生長度はコンクリー

ト池がすぐれていた。(第 1表)

抽出ホ jレモン斉Ij(ゴナトロピン)を投与して産卵を誘発する方法では，水田を利用した場合Vては平

均全長 7.9cm，平均体重1.89のものが 10 6.5尾/d生産ぎれた。

コンクリート池の場合には 2.5尾/'m2で，魚体は平均全長 8.2cm，平均体重1.89であったじ

人工採卵はコナ卜ロヒ。ン 100U/尾を投与し，水田利用池にふ化後 2-3日で放養(3 0，0 0 0 

尾)して飼育したが，取り上げ段階では 10，5 0 0尾(1 0 8.2尾/m2)に減少した。

コンクリート池には，ふ化後 2.5ヶ月飼育した後Vて放養したが(1 6尾/m2)，取り上げ時Vては平

均全長 9.9cm，平均体重 5.39 v[生育してはいたものの 2.8尾/m2V[減少していた。
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第 1表種苗(稚魚)生産方法の比較

抽K 出ホルモン剤
生 産 方 法 天然産卵促進 よる産卵誘発 人 工 採 !'is 

ゴナトロビン 50U/'尾 ゴナトロビン 100U/尾

池 σコ 手重 類 水 田 エグリート池 水 国 コンクリート池 水 回 コンクリート池

面 積 (m2) 97 6 97 6 97 6 

年 月 日 6.30' 70 6.29' 707 6.30'70 6.29'70 6.18'70 9.3'70 

放 早 3 1. 5 3 1.ラ

基準(尾/m2) 309. 3 16.2 
?ミ 5 う 5 5 

平 300 9 3∞ 9 
尾 数(尾) 30，0∞ 97 

6 500 30 500 30 

早 13.9 lう.5 13.9 16.4 
平均全長 (C1Il) フ化仔魚 4.6 

合 8. 6 9.0 8.6 9.0 

養 平均体重('1 ) ♀ 11.9 19.8 11. 9 22.4 
フ化仔魚 O. 7 

合 2. 9 3.0 2.9 3. 0 

月 10_11 1 2 1 0 --1 1 12 1 0 --1 1 1 2 

取 取上げ重量(K9 ) 17.8 0.159 17. 5 O. 048 12.2 0.090 

全 尾 数(尾) 13，690 33 9， 720 15 10，170 17 

昆 数(尾/m2) 141. 1 5. 5 100.2 2. 5 104.8 2.8 
上

全 長 (C1Il ) 7. 3 9. 7 7. 9 8. 2 平 7.2 9. 9 

均 体 重 ('1 ) 1.3 4.8 1.8 3. 2 1.2 5. 3 

げ 重 量 (K9) 1.0 。 1. 1 。 0.4 。
尾 数(属) 770 。 610 。 330 。

総 重 量 (K9) 18.8 0.159 18.6 0.048 12.6 0.090 

尾 数(尾) 14，460 33 10， 330 15 10，5∞ 
生.

重量 ('1) 194 27 192 8 130 15 
生産考f

産 昆数展} 149.1 5.5 106.5 2.5 1C泡.2 2. 8 
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水 田ーーーーーー一ー稲垣村

コンクリート池ーーーーー一一長石巷魚場
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2. 餌料検定試験

4投餌区分の総合比較を第 2表K示すが， ζれ，r，とよ 9，総合的K判断すると従来の乾燥餌;料K鮮魚

を加えた試験区の成績が最も良好であった。

第 2表餌料比較試験

区

給餌

給餌日

尾数(尾)

重量(fi' ) 

平均 全 長(cm)

平均体重(fi')

分

量( 9 )

数(日)

終了a'

開始b

終了b'

開始 C

終了c'

開始d

終了d'

不明尾数(尾) e 

法制定除去尾数(尾)f

尾数(尾)g
総生産

重量(9)h

増肉係数 i

増 量 率 J 

生産餌料費円/K9(体重)

泊 給 餌|時期別給餌|乾燥+鮮魚餌料|ベレツト

魚粉=米糠|魚粉 =米糠 1;魚粉または鮮魚 2 1ウナギ用ベ

魚粉→体重×会 I6~8 月→体重 xïb- I :米糠 1の割合で|レツト魚体

米糠→体重×古川10月→体重×剥悼の合 i重の査

魚粉|米粉|魚 粉|米 糠|魚粉|鮮魚|米糠|ウナギ用

5， 295 1 5，29う 1 5，496 I 5，496 16，8∞11，28014，0401ベレツト

10，590 I 10，992 I 12，120 I 9，380 

119f 119 1 1191 119 

6 

2 8 1 

2 7 

900 

2 5 0 

9. 1 

1 2.06 

3. 2 

9. 3 5 

229 

2 5 

3 2 

299.2 

中

止

6 

2' 8 1 

1 9 8 

90 0 

1，60 0 

9.1 

1 1. 6 1 

3. 2 

8. 0 7 

54 

2 9 

2 2 J 

1，7 8 3.5 

1 5.7 

し98

262.0 

6 

281 

2 J 7 

900 

1，9 2 0 

9.1 

1 1. 3 9 

3. 2 

8.8 5 

5 

5 9 

2 7 5 

6 

281 

243 

9 00 

2，0 0 0 

9.1 

1 1. 3 8 

3. 2 

8. 2 3 

7 

3 1 

273 

2，43 3.8 12，2 4 6.8 

I 1. 8 8.5 

2. 7 0 2.5 0 

2 3 5.4 5 0 1. 0 

一給餌量g=a'+(f-~XI00) h=gxd' i="iJ':''b j=τ 

魚粉:6 0円/匂米糠:2 5円/K9 ウナギ用ベレット:1 2 0円/K9 鮮魚:5 0円/除

3 換水量試験

7.e/min区と 70 .e/m i n区の比較では顕著な差は認められ念かったが， ζれはドジヨク

主として底面を荊用しているため，水量かそのま L収容規制要因 K影響を与えるものでは念いもの l

思われる。
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N 試験の成呆および今後の課題

1.試験の成果

(1) 天然産卵促進区の水回利用池vC;f，>ける 1d当り生産は， 1 4 9，1尾でコンクリート池の 5.5vc勝

ることがわかった。

(2) 抽出ホノレモン剤を投与して産卵を誘発した場合には，投与し左い場合陀比べて産卵が牟いようで

ある。

(31 試験結呆から種笛生産は，天然産卵を促進させる方法がもっとも経済的かフ効率的と忠われる。

(41 餌料としては従来使用してきた乾燥餌料し魚粉，米糠)に生鮮魚を加えた場合生育の促進が実証

された。

2 今後の課題

(1) 問題点

ドジョワ主養殖が当面している問極点、には次の 4項昌があけられる。

A 単位面積あたりの生産性が低い。

B 増肉係数が悪い。

C 笑用的魚病対策が確立されていない。

D 効果的収獲万法が左い。

(2) 今後の課題

A 効率的経済的餌料を開発するとと。

B 収容量の増大が可能左養殖方法を検討するととJ

C 安定かつ経済的左種苗生産技術を確立すること。
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